
教　科 国語

学　年 ２学年 科　目 単位数 2

担当者

達成目標

教　材

主な
評価方法

中間考査 10 時間

期末考査 10 時間

中間考査 15 時間

期末考査 15 時間

３学期 学年末考査 20 時間

　論理的に考える力を伸ばす
とともに、自らの考えをまと
めることができる。また、他
者と伝え合う力を高め、自己
の考えを深めることができ
る。

　言葉を通して積極的に現代
社会を理解しようと努め、他
者や社会に関わろうとする態
度を身につけようとしてい
る。

①　知識・技能 ②　思考・判断・表現
③　主体的に学習に

　取り組む態度

論理国語

  ２学年担当   国語科教諭

①【知識・技能】評論を読むことに必要な語彙力・知識を身につけ、本文読解に用いることができる。
②【思考・判断・表現】読む・書くといった活動を通して、論理的、批判的に考える力を伸ばし、レポートや
小論文などの実践的な表現力や他者に適切に伝えるコミュニケーション力を身につける。
③【主体的に学習に取り組む態度】積極的に様々な内容の文章に触れることで著者の主張を理解し、正確に文
意を理解しようとする意識を培う。

教科書『論理国語』（数研出版）その他副教材

以下の観点により総合的に判断して評価する。

○この科目では主に正確な読みを通して評論文の読解を学び、現代の諸相に触れることで問題意識を持って考える
力や、他者の考えを聞いて自己の思考を深めたりする力を養うことが目的です。学習活動のねらいや目標を意識し
て積極的に授業に取り組んでください。
○予習として本文を通読し、語句の意味等調べておくようにしてください。不明な箇所は授業内で解決し、復習を
必ず行うようにしましょう。
○授業内で、語句の意味や小テストを行います。すぐに語彙が増えるものではありませんので、都度しっかり学習
し覚えるようにしましょう。
○課題・提出物は期限内に必ず提出しましょう。
○日頃から新聞や本などに接し、語彙を増やし表現力を高めるよう意識しましょう。

・ペーパーテスト（事実的な知識の
習得を問う問題及び知識の概念的な
理解を問う問題）の結果
・小テスト

・ペーパーテスト
・レポート
・グループでの話し合いや発表の場
面での観察

・授業中の発言
・生徒による自己評価や相互評価の
様子及び記述内容
・課題への取り組み状況

進行計画（学習の内容） 配当時間

１学期

２学期

『国境を越える言葉』（長田弘）
『未来世代への「責任』（岩井克人）

『山月記』（中島敦）
『科学・技術の歴史の中での社会』

（村上陽一郎）

評価の観点

　評論文の理解に必要な語句
や知識を身につけ、正確に文
章を理解することができる。

『檸檬』（梶井基次郎）
『偶然とは何か』（竹内啓）

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意

『手の変幻』（清岡卓行）
『刺青』（谷崎潤一郎）

『「具体」から「抽象」へ』（森博嗣）
『添削の思想』（外山滋比古）



教　科 国語

学　年 ２学年 科　目 単位数 3

担当者

達成目標

教　材

主な
評価方法

中間考査 15 時間

期末考査 15 時間

中間考査 23 時間

期末考査 22 時間

３学期 学年末考査 30 時間

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意

○この科目では、現代の日本語の基になった古典を学ぶことで豊かな感性を育み、人生を豊か
にする態度を育てることが目的です。学習活動のねらいや目標を意識して積極的に授業に取り
組んでください。
○予習として本文を通読し、語句の意味等調べておくようにしてください。不明な箇所は授業
内で解決し、復習を必ず行うようにしましょう。
○授業内で、文法テストや古語テストを行います。すぐに語彙が増えるものではありませんの
で、その都度しっかり学習し覚えるようにしましょう。
○課題・提出物は期限内に必ず提出しましょう。

『源氏物語』「光る君誕生」
『紫式部日記』「若宮誕生」
「酒虫」（聊斎志異）
+言語活動「酒虫」（芥川龍之介）

古典探究（文系）

①　知識・技能 ②　思考・判断・表現
③　主体的に学習に
　取り組む態度

評価の観点

①【知識・技能】古典を読むために必要な語彙力・知識を身につけ、本文読解に用いるこ
とができる。
②【思考・判断・表現】論理的に考える力や共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
し、また古人の思想に触れることで、自身の思いや考えを深めることができる。
③【主体的に学習に取り組む態度】積極的に様々な種類の文章に触れることで日本語の豊
かさを理解し、自らが言語文化の担い手であるという自覚を養う。

  ２学年担当   国語科教諭

古典や韻文を理解するため
に、必要な語句や文法の知識
を身につけ、その当時の時代
背景や社会を知り古典作品を
理解できる。

題材に関して自らの考えをまと
め、発表等を通して他者と共有
できる。また、古人の考えを認
識することで自身の思考を深化
させることができる。

言葉を媒介として、積極的に
古人やその生きた時代・社会
を理解しようと努め、自己の
感性を豊かなものにしようと
している。

教科書『高等学校　精選　古典探究』（第一学習社）その他副教材

配当時間

『枕草子』
「すさまじきもの」・「二月つごもりごろに」
『十八史略』「莫敢飾詐」

以下の観点により総合的に判断して評価する。

進行計画（学習の内容）

１学期

２学期
『大和物語』「姨捨」
「雑説」（韓愈）+言語活動
「除夜寄弟妹」（白居易）
「不出門」（菅原道真）+言語活動

・ペーパーテスト（事実的な
知識の習得を問う問題及び知
識の概念的な理解を問う問
題）の結果
・小テスト

・ペーパーテスト
・レポート
・グループでの話し合いや発
表の場面での観察

・授業中の発言
・生徒による自己評価や相互
評価の様子及び記述内容
・課題への取り組み状況

『古今著聞集』「小式部内侍が大江山の歌の
事」
『唐詩記事』「推敲」
『韓非子』「嬰逆鱗」

『徒然草』「よろづのことは、月見るにこそ」
『方丈記』「ゆく川の流れ」
『十八史略』「鼓腹撃壌」



教　科 国語

学　年 ２学年 科　目 単位数 2

担当者

達成目標

教　材

主な
評価方法

中間考査 10 時間

期末考査 10 時間

中間考査 15 時間

期末考査 15 時間

３学期 学年末考査 20 時間

・授業中の発言
・生徒による自己評価や相互
評価の様子及び記述内容
・課題への取り組み状況

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意

○この科目では、現代の日本語の基になった古典を学ぶことで豊かな感性を育み、人生を豊か
にする態度を育てることが目的です。学習活動のねらいや目標を意識して積極的に授業に取り
組んでください。
○予習として本文を通読し、語句の意味等調べておくようにしてください。不明な箇所は授業
内で解決し、復習を必ず行うようにしましょう。
○授業内で、文法テストや古語テストを行います。すぐに語彙が増えるものではありませんの
で、都度しっかり学習し覚えるようにしましょう。
○課題・提出物は期限内に必ず提出しましょう。

『源氏物語』「光る君誕生」
「酒虫」（聊斎志異）
+言語活動「酒虫」（芥川龍之介）

配当時間

『古今著聞集』「小式部内侍が大江山の歌の
事」
『唐詩記事』「推敲」

『徒然草』「よろづのことは、月見るにこそ」
『十八史略』「鼓腹撃壌」

『枕草子』「すさまじきもの」
『十八史略』「莫敢飾詐」

進行計画（学習の内容）

１学期

２学期

『大和物語』「姨捨」
「雑説」（韓愈）+言語活動

・ペーパーテスト（事実的な
知識の習得を問う問題及び知
識の概念的な理解を問う問
題）の結果
・小テスト

・ペーパーテスト
・レポート
・グループでの話し合いや発
表の場面での観察

古典探究（理系）

①　知識・技能 ②　思考・判断・表現
③　主体的に学習に
　取り組む態度

評価の観点

①【知識・技能】古典を読むために必要な語彙力・知識を身につけ、本文読解に用いるこ
とができる。
②【思考・判断・表現】論理的に考える力や共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
し、また古人の思想に触れることで、自身の思いや考えを深めることができる。
③【主体的に学習に取り組む態度】積極的に様々な種類の文章に触れることで日本語の豊
かさを理解し、自らが言語文化の担い手であるという自覚を養う。

  ２学年担当   国語科教諭

古典や韻文を理解するため
に、必要な語句や文法の知識
を身につけ、その当時の時代
背景や社会を知り古典作品を
理解できる。

題材に関して自らの考えをまと
め、発表等を通して他者と共有
できる。また、古人の考えを認
識することで自身の思考を深化
させることができる。

言葉を媒介として、積極的に
古人やその生きた時代・社会
を理解しようと努め、自己の
感性を豊かなものにしようと
している。

教科書『高等学校　精選　古典探究』（第一学習社）その他副教材

以下の観点により総合的に判断して評価する。



令和 ７ 年度 地歴公民 科 シラバス 

 

科 目 地理探究 単位数  3 履修学年・クラス（講座） ２年 

使用教科書  「新詳 地理探究」（帝国） 

補助教材等 「新編地理資料」（とうほう） 「ニューコンパスノート地理２０２４」（とうほう） 

 

１ 学習の到達目標 

自然環境（地形、気候）や環境・人種・民族・宗教・人口・国際問題など、現代世界のさまざまな

状況について知り、解決すべき課題への理解を深める。さまざまな地図の読図を通して、地域の特徴

と変化、課題を読み取る。                                                                                  

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

１ 教材や新聞などを活用し、現代世界の状況や課題を考えながら各分野の学習を深める。学習内容

は資料集やプリントなどを活用してノートに整理し、単元ごとに問題集で確認する。 

２ 定期考査のほか、課題レポートなどを実施する場合もある。 

３ 授業プリントや定期考査などはファイルに整理・保存すること。 

 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

世界や日本各地の地域

の特色、課題を理解し、

基本的な地名を身につ

けている。  

自分の考えをまとめ、表

現・発表することができ

る。また他者の発表をも

とに、自分の考えをさら

に深めることができる。  

自らの興味関心に基づいて積極

的に発言したり、資料やデータ

を探索・活用してより深く追究

したりすることができる。 

  

主な評価方

法 

・定期テスト・提出物 

・発言・取組みの様子 

・出欠遅刻状況  

・定期テスト 

・課題やレポートなどの

提出 

・個人及びグループでの

発表 

・発言・取組みの様子  

・定期テスト・提出物 

・発言・取組みの様子 

・出欠遅刻状況 

・活動の取り組み、振り返り  

 

４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

月 単 元 教  材 
時 

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

４ 

 

５ 

 

 

自然環境 

 

・地球環境と

人間 

・地形 

 

 

15 

・環境としての地球と人間との関係

を考察する。 

・地形には，どのような特徴や成因

があり，人間活動とどのように関わ

っているのか考える。 

 

 

・地形について，よりよい社会の実

現を視野にそこでみられる課題を主

体的に追究しようとしている。（a） 

 

６ 

 

 

 ・気候 

 

 

 

15 

・気候の違いは，どのような要因で

生まれるの。また，人々の生活にど

のような影響を与えているのか考え

理解する。 

・気候の違いは，どのような要因で

生まれ，人々の生活にどのような影

響を与えているかについて理解し、

表現しようとしている。（a）（b） 

 

８ 

 ・日本の自然

環境 

 

 

・日本の自然環境の特徴を自然災

害との関係を通して考察する。 

・日本の自然環境について，よりよ

い社会の実現を視野にそこでみられ



 

 

 

９ 

 

 

 

 

ｂ ・地球環境

問題 

 

 

 

18 

 

 

・地球環境問題を解決して，地球と

人類が共存できる持続可能な社会

をつくり出すためには，どのような考

え方で，どのような取り組みをすべ

きなのか考える。 

る課題を主体的に追究しようとして

いる。（ｃ） 

・さまざまな地球環境問題を解決し

て，地球と人類が共存できる持続可

能な社会をつくり出すためには，ど

のような考え方でどのような取り組

みをするべきか理解している。（a） 

 

10 

 

 

11 

 

 

資源と産業 ・農林水産業 

 

 

食料問題 
 

18 

 

・農林水産業の分布や発達には，ど

のような傾向や規則性がみられるの

か理解する。 

・食料の分配は，世界全体をみると

著しい偏りがある。飽食や飢餓がみ

られるのは，それぞれどのような地

域だろうか。また，その原因は何だ

ろうか考える。 

・農林水産業の分布や発達の傾向

や規則性について理解している。 

（a） 

・食料問題について，よりよい社会

の実現を視野にそこでみられる課題

を主体的に追究しようとしている。

（ｃ） 

 

12 

 

 

1 

 

 

 

 

・エネルギー・

鉱産資源 

 

 

 

・資源・エネル

ギー問題 

15 

・偏在するエネルギー・鉱産資源

は，どのようにして生活や産業に利

用され，生産や消費の不均衡をなく

すためにどのようなことが行われて

いるのか考え理解する。 

・資源・エネルギー問題を解決し，持

続可能な社会を実現するためには，

どのような考え方が必要なのか考察

する。 

・世界のエネルギー・鉱産資源の分

布の偏りや，エネルギー・鉱産資源

がどのように生活や産業に利用され

ているか理解し、それを表現しようと

している。（ｂ） 

 

・資源・エネルギー問題について，よ

りよい社会の実現を視野にそこでみ

られる課題を主体的に追究しようと

している。（ｃ） 

 

2 

 

 

3 

 

 

 ・工業 

 

 

 

・第 3次産業 15 

・世界の工業はどのように発展し，

現在はどのような工業分野や地域

が中心となり，どのように変わろうと

しているのか考え、理解する。 

・現代の主力の産業となった第 3 次

産業の現状はどのようになっている

のか理解する。 

・工業について，よりよい社会の実

現を視野にそこでみられる課題を理

解し、主体的に追究しようとしてい

る。（a）（ｃ） 

 

・第 3次産業について，よりよい社会

の実現を視野にそこでみられる課題

を主体的に追究しようとしている。

（c） 



令和 ７ 年度   地歴公民 科 シラバス 

 

科 目 世界史探究 単位数  ３ 履修学年・クラス（講座） 2学年 

使用教科書   詳説世界史 

補助教材等  アカデミア世界史（浜島書店）ウィニングコンパス世界史の整理と演習（とうほう） 

 

１ 学習の到達目標 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広

い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形

成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。                                                                                  

                                                                                  

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

 

〇世界史に興味を持てるように資料集を使い、資料集にもない写真などを提示していきます。 

 

〇農耕民と遊牧民の対立と交流の歴史を両方の視点から見て、資料を読み取り多角的、多面的にみら

れるようにする。 

 

〇歴史の流れを大まかにつかみ、歴史事象の原因とその影響をしっかり考察できるようにする。 

 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

世界の歴史の大きな

枠組みと展開に関わる

諸事象について、地理

的条件や日本の歴史と

関連付けながら理解し

ているとともに、諸資

料から世界の歴史に関

する様々な情報を適切

かつ効果的に調べまと

める技能を身に付ける

ようにする。 

  

世界の歴史の大きな枠

組みと展開に関わる事象

の意味や意義、特色など

を、時期や年代、推移、比

較、相互の関連や現代世

界とのつながりなどに着

目して、概念などを活用

して多面的・多角的に考

察したり、歴史に見られ

る課題を把握し解決を視

野に入れて構想したりす

る力や、考察、構想した

ことを効果的に説明した

り、それらを基に議論し

たりする力を養う。  

世界の歴史の大きな枠組みと展

開に関わる諸事象について、よ

りよい社会の実現を視野に課題

を主体的に探究しようとする態

度を養うとともに、多面的・多角

的な考察や深い理解を通して涵

養される日本国民としての自

覚、我が国の歴史に対する愛情、

他国や他国の文化を尊重するこ

との大切さについての自覚など

を深める。 

 

 

  

主な評価方

法 

・定期考査と単元ごと

の小テストで評価する 

６０％  

・定期考査とレポート課

題で歴史事象を多面的多

角的に考察できたかを評

価する 

２０％ 

・提出課題と授業中の発問で評

価を行う 

２０％ 

 

 

 

 

 



４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

 

月 単 元 教  材 
時 

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

 

 

４ 

 

 

 

 

文明の成立と

古代文明の

特質 

オリエント文明 

 

10 

オリエントの風土と、その文明の歴史的

特質の関係を多面的・多角的に考察し

表現する。 

メソポタミア・エジプト文明が今日に残し

た文化的遺産を理解し、両文明の違い

を多面的・多角的に考察し表現する。 

オリエントの大半が乾燥地帯であるこ

と、大河流域のメソポタミアとエジプトで

灌漑農業をもとにいち早く文明化したこ

とを理解している。（a） 

ハンムラビ法典や『旧約聖書』など、当

時の社会の特徴や世界の歴史に与えた

影響を多面的・多角的に考察し表現して

いる。（ｂ） 

 

 

５ 

 

６ 

 

 

中央ユーラシ

アと東アジア

世界 

中国の古代文

明 

秦漢帝国 

 

東アジア文化

圏の形成 

20 

新たに現れた「皇帝」の特質について、

それまでの「王」と比較しながら理解す

る。統一国家の出現が社会や文化に与

えた影響を、多面的・多角的に考察し表

現する。 

唐の勢力圏の広がりを理解する。 

唐の制度や文化が近隣諸国に与えた影

響について理解する。突厥・ウイグルと

隋・唐の関係を理解する。 

秦・漢帝国について、自分が抱いた興

味・関心や疑問、追究してみたいことな

どを見出して、見通しを持って学習に取

り組もうとしている。（ｃ） 

隋・唐の社会や制度、支配体制につい

て、それまでの時代や他の地域との違

いや、時期ごとの変化をふまえたうえで

理解している。(a) 

 

７ 

 

 

８ 

 

 

南アジア世界 

 

地中海周辺

国家の形成 

インド古代王朝 

 

ギリシアのポリ

ス国家 

14 

仏教について理解する。 

「海の道」の交易を多面的・多角的に考

察し表現する。 

ポリスの特徴と民主政発達の経緯およ

び現代の民主主義との相違点について

理解する。 

ギリシア文明が近代ヨーロッパに与えた

影響を多面的・多角的に考察し表現す

る。 

インド洋航海図（地図）や『エリュトゥラー

海案内記』などの資料をもとに、インド洋

交易の広がりを多面的・多角的に考察し

表現している。（ｂ） 

アテネにおいてどのような経緯で民主政

が出現したのか、またギリシア文化には

どのような特徴があるのかを理解してい

る。（a） 

 

 

９ 

 

10 

 

 

地中海周辺

国家の形成 

 

イスラーム教

の成立と伝播 

ローマ帝国の

盛衰 

 

イスラーム教の

諸地域への伝

播とその文化 

22 

ローマ帝国の成立と発展その衰退を多

面的多角的に考察する。 

ローマ帝国の文化的意義とヨーロッパ世

界への影響を考える。 

イスラーム教の成立とその発展を考え

る。イスラーム教が社会に与えた影響を

多面的・多角的に考察し表現する。 

キリスト教が急速に広がった理由を多面

的・多角的に考察し表現している。（ｂ） 

イスラーム教の各地への伝播について、

自分が抱いた興味・関心や疑問、追究し

てみたいことなどを見出して、見通しを

持って学習に取り組もうとしている。(a) 

 

 

11 

 

12 

 

 

ヨーロッパ世

界の変容と展

開 

 

東アジア世界

とモンゴル帝

国 

西ヨーロッパ封

建社会とその

展開 

 

モンゴルの大帝

国 

15 

中世の西ヨーロッパにおいてローマ＝カ

トリック教会が普遍的な権威を持つにい

たった背景を理解する。 

西ヨーロッパで商業が盛んになった理由

を多面的・多角的に考察し表現する。 

モンゴル帝国が成立した背景を多面的・

多角的に考察し表現する。 

モンゴル帝国時代の東西交流の新しさ

を多面的・多角的に考察し表現する。 

中世の西ヨーロッパで発達した商業の活

動状況とその特徴について、従来との比

較をふまえて理解している。（a） 

モンゴル帝国について、自分が抱いた

興味・関心や疑問、追究してみたいこと

などを見出して、見通しを持って学習に

取り組もうとしている。（ｃ） 



 

 

 

 

1 

 

2 

 

 

アジアの諸帝

国の繁栄 

明清帝国と周

辺地域 

 

オスマン帝国の

興隆 

ムガル帝国の

成立 

15 

清代における周辺諸国と中国との関係

について、明代と比較したうえで多面的・

多角的に考察し表現する。 

オスマン帝国の統治が当時の人々に与

えた影響を多面的・多角的に考察し表現

する。 

ムガル帝国の支配がインド社会に与え

た影響を多面的・多角的に考察し表現

する。 

皇帝を描いた図像資料や『康熙帝伝』な

どの資料をもとに、清代の皇帝と従来の

中国王朝の皇帝との違いを多面的・多

角的に考察し表現している。（ｂ） 

オスマン帝国の統治方法の特殊性を理

解する。(a) 

ムガル帝国が現在の南アジアの民族問

題に影響を与えていることに気づく。（ｃ） 



令和 ７ 年度 地歴公民  科 シラバス 

 

科 目 日本史探究 単位数  ３ 履修学年・クラス（講座） ２学年 

使用教科書  日本史探究『詳説日本史』（山川出版社） 

補助教材等  『図説日本史通覧』（帝国書院）『日本史重要史料集』（浜島書店）『4 ステージ演習ノ

ート日本史』（数研出版） 

 

１ 学習の到達目標 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を身に付けることを目標とする。歴史的な基本的知識を習得し、

課題を追究する活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に生きる、平和で民主的

な社会の、主体的形成者として必要な資質・能力を育成することを目指す。                                                                                  

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇日本史は中学校での既習内容でありますが、高校での日本史は史料などを用いながら、より深く学

び、日本史の面白さを体験していきます。 

〇３年時に継続して履修し、大学入試共通テストや大学入試で選択する人にも対応します。自らも積

極的に学習することが必要です。 

〇単なる暗記ではなく、自ら考え、理解していく姿勢を求めます。 

 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

歴史の諸事象について

正確な基本的知識を身

に付け、諸資料の情報

から歴史的な考察がで

きる。 

歴史事象の特色・展開・

背景などについて、相互

の関連・比較・現在との

つながりなどに着目し考

察したり、説明したりで

きる。 

歴史事象に対する興味関心を深

め、自主的主体的に日本史の学

習を深化・発展させることがで

きる。 

 

 

  

主な評価方

法 

・定期考査 

・提出課題 

・発問評価 

・評価割合６０％  

・定期考査 

・提出課題 

・発問評価 

・発表など 

・評価割合２０％ 

・提出課題 

・授業態度 

・発表など 

・評価割合２０％ 

 

４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

月 単 元 教  材 
時 

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

 

４

５ 

月 

 

 

 

 

第１章 、日

本文化のあ

けぼの 

第２章 、古

墳とヤマ ト

政権 

 

上述の教科書

と副教材 

15 

① 日本列島における旧石器文化・

縄文文化の時代と社会 

② 弥生文化と小国の形成過程 

③ 古墳時代の展開とヤマト政権に

よる国家の形成過程 

④ ヤマト政権の権力闘争、古代文

化の摂取に着目して飛鳥時代

を考察 

例、a,考古学的資料と中国の文献史

料の記述の両方を正しく理解し、b,

それらの情報を踏まえて総合的に、

小国の形成過程を考察。 

c,半島との関係などに着目して古代

の対外関係の実態や、古墳文化の

広がりを明らかにしようとしている。 



 

 

６

７

月 

 

 

 

 

 

第３章 、律

令国家の形

成 

第４章 、貴

族政治の展

開 

上述の教科書

と副教材 

15 

① 律令国家が成立するまでの政

治過程と律令の支配体制 

② 平城京における政治動向と国

家仏教、土地政策 

③ 平安前期の律令体制の変質 

④ 摂関政治の成立過程と特質、

国風文化 

⑤ 律令にもとずく地方統治の乱

れ、地方の反乱と武士の成長

過程 

例、a,藤原北家の権力掌握過程を理

解する。b,奈良時代の政治や平安初

期の政治改革とも比較しながら、摂

関政治の特質を考察し、c,東アジア

情勢の変化が日本社会に与えた影

響、平安時代の政治の在り方と文化

の関係など掘り下げて学習する。 

 

８

９

月 

 

 

 

 

 

第５章 、院

政と武士の

躍進 

第６章 、武

家政権の成

立 

上述の教科書

と副教材 

23 

① 院政期の政治・経済・社会・文

化 

② 平氏政権の特性 

③ 鎌倉幕府の成立過程と全国的

な武家政権化・執権政治の確立 

④ 蒙古襲来への対応・影響と幕府

の衰退 

例、a,平氏政権の台頭とその背景、

権力基盤などについて理解してい

る。b,武家政権の権力基盤となる武

士の土地支配の意味を正しく考察、

表現する。c,古代との比較を通して、

中世では政治権力が複数同時存在

していたことなど、中世の時代的特

色を探求しようとしている。 

 

10 

11 

12

月 

 

 

 

 

 

第７章 、武

家社会の成

長 

上述の教科書

と副教材 

22 

① 南北朝の動乱から室町幕府の

成長と安定 

② 東アジアとの交流・交易が中世

日本にもたらした影響 

③ 武士・庶民・地方の成長と諸産

業の発達、中世社会の多様な

展開 

④ 幕府の動揺と下剋上の風潮 

例、a,室町時代の政治過程・幕府の

権力基盤・守護などについて理解し

ている。b,史料から、守護・国人・土

民などの動きと相互の関係を読み

取り、中世社会の活気ある多様な展

開について考察する。ｃ、室町時代

の社会文化の特徴を、鎌倉時代や

近世と比較して、掘り下げて理解し

ようとしている。 

 

１ 

・ 

２

月 

 

 

第８章 、近

世の幕開け 

上述の教科書

と副教材 

30 

① 織豊政権、統一事業とその特質 

② 桃山文化、時代背景とその特徴 

例、a,織豊政権の統一過程、諸政策

を理解している。b,史料から様々の

統一政策の目的・意味を正しく読み

取り、考察し、記述できる。c,興味を

持って天下人三人を比較したり、中

世から近世への国家の変容につい

て考えることができる。 



令和 7 年度 公 民 科 シラバス 

 

科 目 公共 単位数  ２ 履修学年・クラス（講座） ２学年・全クラス 

使用教科書  「公共」（東京書籍） 

補助教材等  「最新図説 公共」（浜島出版） 「４ステージ演習ノート」（数研出版） 

 

１ 学習の到達目標 

(1)知識・技能:現代社会における課題を理解し、課題解決の選択・判断のための概念や基本原理を理解している。主権

者として活動するために必要な情報を効果的に調べ、まとめる技能を身につける。 

(2)思考・判断・表現:現実社会の課題解決に向けて、多面的・多角的に考察し、公正に判断する力を身に着ける。合意

形成や社会参画を視野に入れ、議論できる。 

(3)主体的に学習に取り組む態度:よりよい社会の実現を目指し、現代の課題を主体的に解決しようとする態度を身に

着けている。                                                                               

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇現代の社会情勢、社会問題に直結する内容を扱います。新聞、ニュースなどで情報を集め、世の中について考えられ

るようにしましょう。  
 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

科目ごとの評

価の観点の趣

旨 

現代社会における課題を理解し、

課題解決の選択・判断のための概

念や基本原理を理解している。主

権者として活動するために必要

な情報を効果的に調べ、まとめる

技能を身につける。 

現実社会の課題解決に向け

て、多面的・多角的に考察し、

公正に判断する力を身に着

ける。合意形成や社会参画を

視野に入れ、議論できる。 

 

よりよい社会の実現を目指し、現

代の課題を主体的に解決しよう

とする態度を身に着けている。 

主な評価方法 

・ペーパーテスト（知識及び理解

を問う問題）の結果  

・ペーパーテスト（思考・判

断・表現を問う問題）の結果 

・レポートの記述 

・グループでの話し合い活動の

態度。発言内容。 

・生徒自身による自己評価 

・授業中の取り組み 

 

４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

月 単 元 
時 

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

 

４ 

５ 

 

公共のとびら 

 

 
15 

青年期と自己形成の課題/青年

期と社会への参画/個人として尊

重される人間/社会的な存在とし

ての人間/伝統・文化の中の人間

/功利主義と義務論 

・教科書記載の資料及びその他の資料から，必要な情報を適

切かつ効果的に収集し,読み取り,まとめている。(a) 

・社会的な存在としての人間のあり方について多面的・多角的

に考察し，表現している。(b) 

・社会的存在しての人間のあり方について，既習事項を手が

かりに主体的に追究している。(c) 

 

５

６ 

公共的な空

間における基

本的原理―

私たちの民主

的な社会 

10 

公共的な空間における協働/民

主主義/立憲主義/人権保障の

意義と展開/私達の民主政治 

・教科書記載の資料及びその他の資料から，必要な情報を適

切かつ効果的に収集し,読み取り,まとめている。(a) 

・民主主義社会の在り方について多面的・多角的に考察し，

表現している。(b) 

・民主主義社会の在り方について，既習事項を手がかりに主



 

 

体的に追究している。(c) 

７ 

８

９ 

10 

 

 

 

国際社会の

なかで生きる

私たち 

25 

国際社会のルールとしくみ/国際

社会の成り立ち/国際連合の役

割/国際社会と平和主義/日本の

平和主義と冷戦/冷戦後の世界

と日本/現代の紛争とその影響/

平和な国際社会に向けて 

・教科書記載の資料及びその他の資料から，必要な情報を適

切かつ効果的に収集し,読み取り,まとめている。(a) 

・国際社会あり方について多面的・多角的に考察し，表現して

いる。(b) 

・国際社会の人間のあり方について，既習事項を手がかりに

主体的に追究している。(c) 

11 

12 

１ 

２ 

 

 

 

 

民主政治と私

たち/法の働

きと私達 

20 

地方自治のしくみと役割/国会の

しくみと役割/内閣のしくみと役割

/政治参加と選挙/政党と利益集

団/メディアと世論 

法と社会規範の役割/法の成立

と適用/市民生活と法/多様な契

約/消費者の権利と責/司法のし

くみと役割/刑事司法と司法参加

の意義 

・教科書記載の資料及びその他の資料から，必要な情報を適

切かつ効果的に収集し,読み取り,まとめている。(a) 

・国家機構や法のあり方について多面的・多角的に考察し，

表現している。(b) 

・国家機構や法の人間のあり方について，既習事項を手がか

りに主体的に追究している。(c) 



教　科 数学

学　年 2 科　目 数学Ⅱ 単位数 3

担当者

教　材

目標

思考力・判断力・表現力

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つ
ことなどについて論理的に考察する力，座標平面上の図
形について構成要素間の関係に着目し，方程式を用いて
図形を簡潔・明瞭・的確に表現したり，図形の性質を論
理的に考察したりする力，関数関係に着目し，事象を的
確に表現してその特徴を数学的に考察する力，関数の局
所的な変化に着目し，事象を数学的に考察したり，問題
解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察し
たりする力を養う。

評価方法
・定期考査
・単元テスト
・提出ノートの内容

１．3次式の展開と因数分解
２．二項定理
研究　(a＋b＋c)nの展開式
３．多項式の割り算
４．分数式とその計算
５．恒等式
研究　代入による恒等式の係数決定
６．等式の証明
７．不等式の証明
１．複素数とその計算
２．2次方程式の解
３．解と係数の関係・コラム
４．剰余の定理と因数定理
研究　組立除法
５．高次方程式
発展　3次方程式の解と係数の関係
１．直線上の点
２．平面上の点
３．直線の方程式
４．2直線の関係
５．円の方程式
６．円と直線
７．2つの円
研究　2つの円の交点を通る図形
８．軌跡と方程式 24 時間
９．不等式の表す領域
研究　放物線を境界線とする領域 １学期期末考査
１．角の拡張
２．三角関数
３．三角関数のグラフ
４．三角関数の性質
５．三角関数の応用
６．加法定理
研究　加法定理と点の回転
７．加法定理の応用
発展　和と積の公式
コラム　身の回りに現れる正弦曲線
１．指数の拡張 24 時間
研究　負の指数のn乗根
２．指数関数 ２学期中間考査
３．対数とその性質
４．対数関数
５．常用対数
１．微分係数
２．導関数とその計算
研究　関数xnの導関数
３．接線の方程式
４．関数の増減と極大・極小
５．関数の増減・グラフの応用
６．不定積分
７．定積分
８．定積分と面積 24 時間
研究　曲線と接線で囲まれた部分の面積
研究　放物線とx軸で囲まれた部分の面積 ２学期期末考査

３学期 0 時間

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を
図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

評価の観点

知識・技能 主体的に学習に取り組む態度

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関
数，三角関数及び微分・積分の考えについての基本
的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよう
にする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘
り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基
礎を養う。

教科書：高等学校　数学Ⅱ（数研出版）
問題集：４プロセス数学Ⅱ+B+C〔数列・統計的な推測・ベクトル〕（数研出版）、４プロセス数学Ⅱ完成ノート（数研出版）
参考書：チャート式　解法と演習数学Ⅱ＋B+C (数研出版)

　赤堀，服部，松本，牛山，石川

・定期考査
・単元テスト

・授業，学習活動への取り組み
・課題および提出物の状況
・単元テスト

進行計画（学習の内容） 配当時間

１学期

式と証明
式と計算

24 時間

１学期中間考査

等式・不等式の証明

円

２学期

三角関数

指数関数と対数関数

微分法と積分法

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意

複素数と方程式

複素数と2次方程式の解

高次方程式

図形と方程式

点と直線

軌跡と領域

三角関数

加法定理

指数関数

対数関数

微分係数と導関数

関数の値の変化

積分法

①　「予習」→「授業」→「復習」をのサイクルを心がける．
②　「授業」において理解できない部分などは，授業担当者に積極的に質問すること。
③　問題集及び参考書を用いた家庭学習においての「復習」は不可欠。
④　演習の時間を確保するために授業の進度等が変更になる場合がある。
⑤　「完成ノート」等の課題物は，定期的に提出を求める。
⑥　単元テストを定期的に実施する。



教　科 数学

学　年 2 科　目 数学Ｂ 単位数 2

担当者

教　材

目標

思考力・判断力・表現力

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数
学的に表現し考察する力，確率分布や標本
分布の性質に着目し，母集団の傾向を推測
し判断したり，標本調査の方法や結果を批
判的に考察したりする力，日常の事象や社
会の事象を数学化し，問題を解決
したり，解決の過程や結果を振り返って考
察したりする力を養う。

評価方法

・定期考査
・提出レポートの内容
・問題演習
・提出ノートの内容

１　数列と一般項

２　等差数列

３　等差数列の和

４　等比数列

５　等比数列の和

研究　複利計算 12 時間
コラム　フィボナッチ数列 ２学期期末考査
６　和の記号Σ

７　階差数列 9 時間
８　いろいろな数列の和

９　漸化式

研究　an+1＝pan＋qを満たす数列の階差数列

研究　図形と漸化式

コラム　漸化式 20 時間
発展　隣接3項間の漸化式

１０　数学的帰納法

研究　自然数に関する命題のいろいろな証明

１　確率変数と確率分布

２　確率変数の期待値と分散

３　確率変数の和と積

コラム　確率変数の積の分散

４　二項分布 10 時間
コラム　二項分布のグラフ

５　正規分布

研究　連続型確率変数の期待値, 分散, 標準偏差

コラム　偏差値

６　母集団と標本

７　標本平均の分布

８　推定

９　仮説検定 13 時間
コラム　標本の抽出方法 学年末考査

　赤堀，服部，松本，牛山，石川

教科書：高等学校　数学Ｂ（数研出版）
問題集：４プロセス数学Ⅱ+B+C〔数列・統計的な推測・ベクトル〕（数研出版）、クリアー数学B完成ノート（数研出版）
参考書：チャート式　解法と演習数学Ⅱ＋B+C 〔ベクトル〕(数研出版)

数列，統計的な推測について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と社会生活の関わりについて認識を深め，事象を数学
的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。
思考力・判断力・表現力	主体的に学習に取り組む態度

評価の観点

知識・技能 主体的に学習に取り組む態度

数列，統計的な推測についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，数学と社会生活の関わり
について認識を深め，事象を数学化し
たり，数学的に解釈したり，数学的に
表現・処理したりする技能を身に付け
るようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようと
する態度，粘り強く柔軟に考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度，問
題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度
や創造性の基礎を養う。

統計的な推測

確率分布

統計的な推測

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意
①　「予習」→「授業」→「復習」をのサイクルを心がける．
②　「授業」において理解できない部分などは，授業担当者に積極的に質問すること。
③　問題集及び参考書を用いた家庭学習においての「復習」は不可欠。
④　演習の時間を確保するために授業の進度等が変更になる場合がある。
⑤　「完成ノート」等の課題物は，定期的に提出を求める。
⑥　単元テストを定期的に実施する。

・定期考査
・単元テスト

・授業，学習活動への取り組み
・課題および提出物の状況
　　ノート，プリント，レポート等

進行計画（学習の内容） 配当時間

２学期

数列

等差数列と等比数列

いろいろな数列

漸化式と数学的帰納法

３学期



教　科 数学

学　年 2 科　目 数学Ｃ 単位数 1

担当者

教　材

目標

思考力・判断力・表現力

大きさと向きをもった量に着目し，演算法
則やその図形的な意味を考察する力，図形
や図形の構造に着目し，それらの性質を統
合的・発展的に考察する力，数学的な表現
を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現す
る力を養う。

評価方法

・定期考査
・提出レポートの内容
・問題演習
・提出ノートの内容

１．ベクトル

２．ベクトルの演算

３．ベクトルの成分

４．ベクトルの内積

問題

５．位置ベクトル

６．ベクトルの図形への応用

７．図形のベクトルによる表示

問題

章末問題

１．空間の点

２．空間のベクトル

３．ベクトルの成分

４．ベクトルの内積

５．ベクトルの図形への応用

６．座標空間における図形

問題 32 時間
章末問題 学年末考査

　赤堀，服部，松本，牛山，石川

教科書：高等学校　数学Ｃ（数研出版）
問題集：４プロセス数学Ⅱ+B+C〔数列・統計的な推測・ベクトル〕（数研出版）、４プロセス数学C　完成ノート（数研出版）
参考書：チャート式解法と演習数学Ⅱ＋B+C〔ベクトル〕 (数研出版)

ベクトルについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学的な表現の工夫について認識を深め，事象を数学的に考察する能
力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

評価の観点

知識・技能 主体的に学習に取り組む態度

ベクトルについての基本的な概念や原
理・法則を体系的に理解するととも
に，数学的な表現の工夫について認識
を深め，事象を数学化したり，数学的
に解釈したり，数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるようにす
る。

数学のよさを認識し数学を活用しようと
する態度，粘り強く柔軟に考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度，問
題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度
や創造性の基礎を養う。

ベクトルとその演算

ベクトルと平面図形

平面上のベクトル

３学期

・定期考査
・単元テスト

・授業，学習活動への取り組み
・課題および提出物の状況
　　ノート，プリント，レポート等

進行計画（学習の内容） 配当時間

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意
①　「予習」→「授業」→「復習」をのサイクルを心がける．
②　「授業」において理解できない部分などは，授業担当者に積極的に質問すること。
③　問題集及び参考書を用いた家庭学習においての「復習」は不可欠。
④　演習の時間を確保するために授業の進度等が変更になる場合がある。
⑤　「完成ノート」等の課題物は，定期的に提出を求める。
⑥　単元テストを定期的に実施する。

空間ベクトル空間ベクトル



教　科 理科

学　年 ２学年 科　目 単位数 2

担当者

達成目標

教　材

主な
評価方法

10 時間

10 時間

中間考査 12 時間

期末考査 12 時間

地学基礎

①　知識・技能 ②　思考・判断・表現
③　主体的に学習に
　取り組む態度

基本的な用語、概念や原
理、法則を理解している。観
察実習の基本操作と科学的
に探究する技能を身につけ
ようとしている。

地学や天文に関わる現象の中
に問題を見いだし、探究する過
程を通して、事象を科学的に考
察し、導き出した考えを的確に
表現しようとしている。

種々の地学および天文現象
に関心を持ち、意欲的に探
究しようと自ら積極的に取り
組もうとしている。

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意

地学を学ぶためには、先ず基礎知識が必要になる。用語の意味をよく理解し、それを使って地
学現象を考えていくことになる。問題集などを反復して取り組み、知識の定着に努めて欲し
い。

  ２学年担当   理科教諭

地球と宇宙のしくみを理解し、科学的な考え方を身につけ、豊かな教養を養うことを目標
とする。

教科書：地学基礎（啓林館）、資料集：二訂版ニューステージ地学図表（浜島書店）、問題集：ニューステップアップ 地学基礎（東京書籍）

配当時間

固体地球とその活動

大気と海洋

地球の誕生

以下の観点により総合的に判断して評価する。

・考査
・課題

・考査
・課題

・提出物
・課題

進行計画（学習の内容）

１学期

２学期

３学期

地球と生命の進化

評価の観点

地球史の読みかた
自然との共生

期末考査 20 時間

期末考査



教　科 理科

学　年 ２学年 科　目 単位数 2

担当者

達成目標

教　材

主な
評価方法

１学期 期末考査 20 時間

中間考査 15 時間

期末考査 15 時間

３学期
第２章：細胞と分子
第１節 生体物質と細胞～

期末考査 20 時間

第１章：生物の進化
第５節 生物の系統と進化～

・考査
・課題

・考査
・課題

・提出物
・課題

進行計画（学習の内容） 配当時間

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意

１年次に比べ難易度が格段に上がるため、授業の復習は必須である。授業プリント毎の小テストを利用
し、必要最低限の知識を身につけてほしい。加えてリードαの問題は難問も多いが、問題解説動画の利用
や対面での質問等、能動的に学んでほしい。

生物

兼山

１年次学習した生物基礎の内容をさらに深化、拡大し、生命現象を理解する。

教科書：生物（数研出版）
問題集：新課程リードα生物（数研出版）
資料集：新課程二訂版スクエア最新図説生物（第一学習社）
授業プリント

評価の観点

以下の観点により総合的に判断して評価する。

①　知識・技能 ②　思考・判断・表現
③　主体的に学習に
　取り組む態度

・生物や生物現象について，基
本的な用語はもちろん、概念や
原理、法則を含めて理解を深め
ようとしている。
・生物や生物現象に関する観
察，実験などを行い，基本操作
を習得するとともに，それらの過
程や結果を的確に記録，整理
し，自然の事物・現象を科学的
に探究する技能を身に付けよう
としている。

・実験レポートやグループワーク
などによって生物現象の中に課
題を見いだし，探究する過程を
通して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に表
現しようとしている。

・生物や生物現象について関
心をもち，意欲的に探究　　しよ
うと自ら積極的に取り組もうとし
ている。

第１章：生物の進化
第１節 生命の起源と生物の進化～

２学期

第１章：生物の進化
第４節 進化のしくみ～



教　科 理科

学　年 ２学年 科　目 単位数 2

担当者

達成目標

教　材

主な
評価方法

中間考査 10 時間

期末考査 10 時間

中間考査 12 時間

期末考査 12 時間

10 時間

10 時間

３学期 期末考査

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意

理論化学分野の学習を行う。多くは１年次の化学基礎の学習内容を踏まえたものであるので、
各自で化学基礎の内容の復習を行っておくこと望ましい。必ず専用のノート、ファイルを用意
すること。また、ノートを取るときには解説と演習を区別すること。

考査、単元テスト 考査、実験レポート
提出課題（レポート含
む）

進行計画（学習の内容） 配当時間

１学期

電池と電気分解/状態変化

固体の構造/気体の性質

２学期

気体の性質/溶液

溶液/化学反応と熱・光エネルギー

化学平衡

反応の速さとしくみ

化学

岩﨑

物質やその変化に関する、体系化された理論や構造・性質などを学ぶ。

教科書；化学　（実教出版）
問題集；2025セミナー化学（第一学習社）

評価の観点

以下の観点により総合的に判断して評価する。

①　知識・技能 ②　思考・判断・表現
③　主体的に学習に
　取り組む態度

物質の状態変化・固体の構
造・気体の性質・溶液・化学
反応と熱エネルギー・電池と
電気分解・反応の速さ・化学
平衡について，基本的な用
語をはじめとする知識を習得
できている。理論的に反応を
理解できている。実験操作の
基本的な技術を習得してい
る。

実験や理論から複合的に思
考し、問題解決や判断を行
える。
正確で論理的な文章表現あ
るいは口頭説明を行える表
現力が培われている。

実験に積極的な取り組み、
実験を通して考察や疑問点
の洗い出しを行っている。
化学に関する多くの問題に
積極的に取り組み、理解を
深めようと学習に取り組んで
いる。



教　科 理科

学　年 ２学年 科　目 単位数 2

担当者

達成目標

教　材

主な
評価方法

中間考査 10 時間

期末考査 10 時間

中間考査 12 時間

期末考査 12 時間

物理基礎（生物選択者）

小根山

・物理学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を養う。

教科書：高等学校　物理基礎（第一学習社）
問題集：新課程ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟﾄﾞﾘﾙ物理基礎①運動の表し方・力・運動方程式（数研出版）
　　　　新課程ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟﾄﾞﾘﾙ物理基礎②仕事とエネルギー・熱　　　　（数研出版）
　　　　新課程ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟﾄﾞﾘﾙ物理基礎③波・電気　　　　　　　　　　（数研出版）

評価の観点

以下の観点により総合的に判断して評価する。

①　知識・技能 ②　思考・判断・表現
③　主体的に学習に
　取り組む態度

物理や物理現象について，
基本的な用語をはじめ、知
識の習得と理論的な反応の
理解，実験操作の基本的な
技術の習得を身に着けようと
している。

習得した「知識・技能」を活用し
て、物理の実験観察や理論から
複合的に思考し、問題解決や
事象の判断による正確な文章あ
るいは口頭説明による表現力を
培おうとしている。

実験観察への積極的な取り
組みや考察、疑問点の洗い
出しなどの他に多くの問題に
積極的に取り組むことで理解
を深めようとしている。

考査、実験レポート、
授業での課題

考査、実験レポート、
授業での課題

考査、実験レポート、
提出物、授業態度

進行計画（学習の内容） 配当時間

１学期
物体の運動

力と運動の法則

２学期
仕事と力学的エネルギー

熱/波の性質

３学期 音波/電気 期末考査 20 時間

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意

＊「物理」未選択者の講座
物理の内容や現象において言葉の意味を理解するとともに、物理現象をイメージし作図できる
ようになることが望ましい。そのためにも、身の回りの現象に「なぜ？」という問いを見つ
け、それについて考えていくことになる。問題集などを反復して取り組み、知識・技能の定着
に努めて欲しい。また実験・実習には、疑問をもって積極的に参加して欲しい。



教　科 理科

学　年 2学年 科　目 単位数 2

担当者

達成目標

教　材

主な
評価方法

中間考査 20 時間

期末考査 20 時間

中間考査 30 時間

期末考査 時間

物理基礎（物理選択者）

小根山、奥原

自然界における物理現象が基本的な原理・法則に基づいていることを学習する

教科書：改訂　高等学校　物理基礎（第一学習社）
問題集：リードLightノート物理基礎（数研出版）
その他：授業で配布するプリント

評価の観点

以下の観点により総合的に判断して評価する。

①　知識・技能 ②　思考・判断・表現
③　主体的に学習に
　取り組む態度

物理や物理現象について、基
本的な用語や知識を習得・理
解して、実験操作の基本的な技
術を習得しようとしている。

習得した「知識・技能」を活
用して課題を解決できる思
考・判断し表現しようとしてい
る。

実験観察への積極的に取り
組むことで理解を深めようと
している。

３学期 期末考査 時間

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意

・繰り返し問題演習に取り組むことで、計算力を身に着けてほしい。
・授業のペースが非常に早いので、普段から復習し、知識を定着させることを心掛けてほし
い。
・実験やグループワーク等には、興味関心を持ち、意欲的に参加してほしい。

考査、実験レポート、問
題演習課題

考査、実験レポート
考査、問題演習課題、実
験レポート

進行計画（学習の内容） 配当時間

１学期

物体の運動・力のつりあい

運動の法則・力学的エネルギー保存則

２学期

熱・波動・電気



教　科 理科

学　年 2学年 科　目 単位数 2

担当者

達成目標

教　材

主な
評価方法

中間考査 時間

期末考査 時間

中間考査 時間

期末考査 30 時間

物理

春日

自然界における物理現象を記述する法則が数学的に表されることを学習する

教科書：改訂　高等学校　物理（第一学習社）
問題集：四訂版　リードα物理基礎＋物理（数研出版）
その他：授業で配布するプリント

評価の観点

以下の観点により総合的に判断して評価する。

①　知識・技能 ②　思考・判断・表現
③　主体的に学習に
　取り組む態度

物理基礎で身につけた基本
的な用語や知識をもとに，物
理現象を数学的に理解しよう
としている。

習得した「知識・技能」を活
用して課題を解決できる思
考・判断し表現しようとしてい
る。

実験観察への積極的に取り
組むことで理解を深めようと
している。

考査、実験レポート、問
題演習課題

考査、実験レポート
考査、問題演習課題、実
験レポート

進行計画（学習の内容） 配当時間

１学期

２学期

剛体の運動

３学期
運動量の保存・等速円運動・慣性力・

単振動・万有引力の法則
期末考査 40 時間

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意

・繰り返し問題演習に取り組むことで、計算力を身に着けてほしい。
・授業のペースが非常に早いので、普段から復習し、知識を定着させることを心掛けてほし
い。
・実験やグループワーク等には、興味関心を持ち、意欲的に参加してほしい。



令和 ７ 年度 保 健 体 育 科 シラバス 

 

 

科 目 体育 単位数  ２ 履修学年・クラス（講座） ２学年 

使用教科書  なし 

補助教材等  なし 

 

 

１ 学習の到達目標 

① 様々な運動を経験し、各種目に対する技術及び理論を習得する。また、健康の増進と体力の向上

を図る。【知識及び技能】 

② 運動の楽しさを感じることで生涯にわたってスポーツと関わる力を身につける。 

【知識及び技能】 

③ 他者と関わりながら体を動かすことに関して、自分の考えを広げたり、表現したりすることがで

きる。【思考力・判断力・表現力】 

④ 主体的に参加・運営することで積極的に運動に関わる態度を学ぶ。 

【主体的に学習に取り組む態度】                                                                 

 

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇運動に積極的に取り組むこと 

〇他者との関わりを大切にし、お互いでアドバイスをするなどの活動を通してスポーツの楽しさを 

感じること 

〇安全に配慮して活動に取り組むこと（装飾品等を身につけない） 

〇実技科目であるので、出欠席・遅刻・早退状況を重視する 

〇授業の服装については学校指定のジャージ、シューズの着用を原則とする 

〇水泳については補充をおこなう 

〇体育理論は教室での座学とし、知識理解度を評価するためのプリント提出を課す 

 

 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

・各種目のルールを理

解し、運動の特性に応

じた技能を身につけら

れたか。 

・自分及び仲間の安全

に留意し実践できる

か。 

・合理的な練習方法や練

習計画の立て方を理解

し、知識を身につけるこ

とができたか。 

・自己や他者の能力を知

り、解決に向け工夫や声

かけができているか。 

・ルールやマナーを含めフェア

プレイの精神で競技に取り組め

たか。  

・積極的に準備や片付けを行い、

自分及び仲間の安全に配慮でき

たか 

主な評価 

方法 

・タイム測定 

・実技テスト 

・試合の様子 

・練習の様子 

・実技テスト 

・試合の様子 

・課題への取り組み 

・授業へ取り組む姿勢 

・出欠席の状況 

・自己評価（振り返りシート） 

 

 

 

 

 



４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

 

 

学期 
時 

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

１学期 
２０ 

時間 

 

男女共通：体つくり運動 

     陸上競技  

     スポーツテスト       

男子：ソフトボール／バレーボール 

女子：テニス／バドミントン 

 

 

 

【ネット型競技】 

・自分の身体や道具を使い、空いているスペー

スを有効に狙うことができる。また有効なスペ

ースを作り出すことができる。（a） 

・狙ったところにシャトルやボールなどをコン

トロールできている。（a） 

【ゴール型競技】 

・空いているスペースを有効に使い、ノーマー

クを作り出したり効率よくシュートなどが打

てたりしている。（a） 

・スペースを作り出すための動きができる。（a） 

・狙ったところにボールなどをコントロールで

きている。 

【ベースボール型競技】 

・自分の身体や道具を使い、効率よく進塁する

ためにボールなどをコントロールしている。

（a） 

・キャッチやスローが正確にできる。（a） 

【共通（その他の種目）】 

・課題解決ができ、技能や記録が向上したか。

（a） 

・運動の特性に応じた技能を身につけられた

か。（a） 

・ルールを理解できたか。（a） 

・合理的な練習方法や練習計画の立て方を考

えたり実践したりできたか。（b） 

・自己や他者の能力に関心を持ち、課題解決

のためにアイデアを出したり工夫したりし

たか。（b） 

・自分の身体に関心を持ち、苦手な運動であっ

ても上達するために努力をおこなっているか。

（c） 

・ルールやマナーを含めフェアプレイの精神

で各種目に取り組めたか。（c） 

・準備片付けに積極的に取り組めたか。（c） 

・自分及び仲間の安全に配慮できたか。（c） 

２学期 
２ ４

時間 

 

男女共通：水泳 

 陸上競技 

男子：バドミントン／バレーボール

サッカー  

女子：ソフトボール 

    テニス／バドミントン 

     

 

 

 

３学期 
２０

時間 

 

男女共通：バスケットボール 

 卓球 

     体育理論 

     球技（選択） 

男子：サッカー  

女子：テニス／バドミントン 

   



令和 ７ 年度 保 健 体 育 科 シラバス 

 

 

科 目 保健 単位数  １ 履修学年・クラス（講座） 2学年 

使用教科書  現代高等保健体育（大修館書店） 

補助教材等  なし 

 

 

１ 学習の到達目標 

① 健康や安全に興味関心を持ち、適切な意思決定・行動選択ができる。【知識及び技能】 

② 健康について自分の生活と関連付けて考え、生涯にわたって健康な生活を送るため方法について

学ぶことができる。【知識及び技能】 

③ 健康についての自他や社会の課題を発見し、その解決に向けて思考し判断するとともに、目的や

状況に応じて他者に伝えることができる。【思考力・判断力・表現力】 

④ 生涯を通じて明るく豊かで活力ある生活を営むことができるようになるために、授業に主体的に

取り組むことができる。【主体的に学習に取り組む態度】                                                                 

 

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇生きていくうえで重要な健康や安全についての内容になるので多面的、発展的な授業も展開される

こともある。きちんと知識が身につくように学習すること。 

〇テストについては、授業中の板書や説明を理解しながら教科書主体で学習することが必要となる。 

〇グループワーク、ペアワークなどに積極的に参加すること。 

〇提出物の指示があった場合には、その内容、期限等、担当者の指示に従うこと。 

〇欠課時数については特に注意すること。 

 

 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

・学習内容を理解し定

着させることができた

か。             

・新聞、本等で健康に関

する社会の情報を得ら

れたか。 

・自己に応じた課題を探

り、実践に繋げようとし

たか。 

・仲間とともに課題解決

にむけ、積極的に話し合

えたか。 

・日常生活における自分及び家

族の健康に関心が持てたか。               

・生活習慣の改善等、健康の保持

増進に向けて意欲を持てたか。  

主な評価 

方法 

・学年末考査 

・グループワークなど 

の学習活動 

・学年末考査 

・グループワークなどの 

学習活動 

・授業態度 

・出欠席の状況 

・課題などの提出物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

 

 

学期 
時 

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

１学期 
１０ 

時間 

 

安全な社会生活  ４～６ 

 

生涯を通じる健康 １～４ 

 

（a）知識・技能 

・安全な交通社会、生涯を通じる健康、健康を

支える環境づくりについて、それぞれの単元の

健康課題について理解することができ、それら

の解決方法について考えることができている。 

また、必要な知識を身につけることができてい

る。 

 

（b）思考・判断・表現 

・安全な交通社会、生涯を通じる健康、健康を

支える環境づくりについてそれぞれの単元の

健康課題について理解することができ、それら

の解決方法についてグループワークやペアワ

ーク、提出物を通し自分の意見を考え、表現す

ることができている。 

 

（c）主体的に学習に取り組む態度 

・安全な交通社会、生涯を通じる健康、健康を

支える環境づくりについて、課題の解決に向け

た学習に主体的に取り組もうとしている。 

（グループワーク、ペアワーク、提出物など） 

 

 

２学期 
１ ２

時間 

 

生涯を通じる健康 ５～１０ 

 

健康を支える環境づくり 

         １～３ 

 

３学期 
１０

時間 

 

 

 

 

 

健康を支える環境づくり 

         ４～１１ 



教　科 芸術

学　年 ２学年 科　目 単位数 2

担当者

達成目標

教　材

主な
評価方法

中間考査 10 時間

期末考査 10 時間

中間考査 15 時間

期末考査 15 時間

中間考査 10 時間

期末考査 10 時間

音楽Ⅱ

  清 住  真 達

音楽の諸活動をとおして、音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、音楽文化
についての理解を深め、個性豊かな表現の能力と主体的な鑑賞の能力を伸ばす。

Mousa2（教育芸術社）、愛唱歌集、音楽通論など

評価の観点

以下の観点により総合的に判断して評価する。

・表現および鑑賞に必要な音楽理論・音
　楽史を理解できたか。
・個々の能力に応じた音楽技能を高める
　ことができたか。

・音楽作品の特質をより深く理解し、掘
　り下げ、それを表現に繋げることがが
　できたか。
・他の生徒の感じ方や考え方を尊重し共
　有また協調することができたか。

・自ら進んで積極的に課題に取り組むこ
　とができたか。
・自らの課題を設定することができた
　か。

①　知識・技能 ②　思考・判断・表現
③　主体的に学習に
　取り組む態度

１学期

楽典・ソルフェージュ①
歌唱・簡易な合唱

楽典・ソルフェージュ②
ドイツ歌曲・ギターの基礎

・実技テスト
・楽典小テスト
・授業観察

・課題提出
・授業観察
・実技テスト

・課題提出
・授業観察
・授業日誌

進行計画（学習の内容） 配当時間

意欲的に取り組むことはもちろんのこと、いろいろな分野において音楽に親しむ柔軟性を大切にする。1年
次に学習した内容を発展させ、各分野においてより音楽的にアプローチしていく。実技内容だけでなく、
音楽から感じたことを言葉にする力や表現する力、また、音楽文化に幅広く興味関心を持つことができた
かなどを総合的に評価する。提出物は必ず出し、持ち物などの忘れ物のないようにすること。

２学期

楽典・ソルフェージュ③
音楽史・鑑賞①
伝統音楽（三線）

楽典・ソルフェージュ④
フランス歌曲
ヴァイオリンの基礎②・弦楽合奏

３学期

鑑賞②
器楽アンサンブル

楽典・ソルフェージュまとめ
発展的な合唱

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意



教　科 芸術

学　年 2 科　目 単位数 2

担当者

達成目標

教　材

主な
評価方法

中間考査
なし

10 時間

期末考査
なし

10 時間

中間考査
なし

15 時間

期末考査
なし

15 時間

中間考査
なし

10 時間

期末考査
なし

10 時間

　アートとは「自分だけのものの見方」で世界を見つめ、「自分なりの答え」を生み出し、それを作品と
して表現することです。ただ作り方を学ぶのではなく「自分だけのものの見方」を試す練習、そして「自
分なりの答え」を「作品」として表現する時間だと考えてください。
　制作物については、丁寧に作ったか・工夫されているかを重視します。（工夫とは･･･自分で調べる・人
に聞く・何度も試す・面白いアイデアを考えるなど）

３学期

工芸　作品制作・鑑賞

工芸　作品制作・鑑賞

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意

美術の学習を通して造形的な見方・考え方を養うとともに、美術文化と創造的に関わる資
質・能力を育成する。

教科書・スケッチブック・絵画用具用材・各種材料等

１学期

デザイン（文化祭ポスター）

彫刻　作品制作・鑑賞

２学期

絵画　作品制作・鑑賞

絵画　作品制作・鑑賞

・作品
・練習課題
・ワークシート

・作品
・発表、鑑賞

・振り返りシート
・授業態度
・作品の提出状況

進行計画（学習の内容） 配当時間

評価の観点

以下の観点により総合的に判断して評価する。

①　知識・技能 ②　思考・判断・表現
③　主体的に学習に
　取り組む態度

材料や用具、技法、様々な美
術作品について正しい知識を
身につけられたか

課題の趣旨や材料・用具の特
性に応じて、創意工夫を凝らし
ながら作品を制作できたか。ま
た、自分の作品の制作意図や、
友人・作家の作品のよさを言葉
にすることができるか

美術に関心を持ち、積極的に
取り組むことができたか。作品
制作において自らの表現を模
索しながら最後まで粘り強く取
り組むことができたか

美術Ⅱ

美術科　樋口史華



教　科 芸術

学　年 ２学年 科　目 単位数 2

担当者

達成目標

教　材

主な
評価方法

中間考査 10 時間

期末考査 10 時間

中間考査 15 時間

期末考査 15 時間

中間考査 10 時間

期末考査 10 時間

書道Ⅱ

  書道担当教諭

書の創造的な諸活動を通して、個性豊かな表現と鑑賞の能力を伸ばす。書の文化や伝統についての
理解を深め、より豊かな生活を目標とする。

教科書・プリント・書道用具用材

評価の観点

以下の観点により総合的に判断して評価する。

教科書に沿った書の古典学習等を通じ
て基礎知識を身につけること。用具・用
材の特徴を理解し、古典臨書学習を中
心に学習しながら基本的な技能を身に
付けること。

作品制作を通じ書道理論を学習。古典
や現代的表現等、多種多様な選択肢
の中から自分らしい書を探してもらうこ
と。それらを通じて自己表現を確立。

創造的活動の喜びを味わい、生活や

社会の中での文字や書の働き、書の

伝統と文化に豊かに関わり、主体的

に表現や鑑賞の活動に取り組もうと

する。

①　知識・技能 ②　思考・判断・表現
③　主体的に学習に

　取り組む態度

１学期

漢字の書の学習（楷書・行書・草書）臨書を
中心に

漢字の書（隷書）創作

・練習課題
・ワークシート

・作品
・ワークシート
・発表

・自己評価プリント
・授業態度

進行計画（学習の内容） 配当時間

単元ごとに提示された作品を仕上げ提出する（指定された期限までに必ず提出できること）。作品完成に
至るまでの工夫や､技能的な向上、研究する姿勢も含め総合的に評価する。技術習得ばかりでなく、鑑賞
力・着眼点・豊かな発想なども大切にする。自発的な準備や片付けの協力、及び用具等の管理は自分で責
任持ってきちんとすること。

２学期

漢字の書の学習（篆書）臨書を中心に

篆書を基礎にした文字の刻字

３学期

仮名の書の学習（臨書・創作）
仮名用の印の制作

漢字仮名交じりの書の創作

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意



科目 単位数 4 学年(講座) ２学年(文系)

担当者

達成目標

教　材

主な
評価方法

確認テスト

期末考査

中間考査 30 時間

期末考査 30 時間

３学期

40 時間

L9 Flying after Her Dreams
L10 To Work or Not to Work?: Humans
    and Robots
Reading Core 2 第15回-第24回

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意

L7 Some Secrets about Colors
L8 Powdered Natto Solves a Global
   Water Problem
Reading Core 2 第8回-第14回

期末考査 40 時間

  学年担当  英語科教諭

日常的・社会的な話題について、使用する語句や文、話される速度、情報量などにおいて多
くの支援を活用すれば、必要な情報を読み聞きし、話し手や書き手の意図や要点を把握し、
基本的な語句や文を用いて論理的に話したり書いたりして他者に伝えることができる。

配当時間

L5 Design for Connecting Society:
   Braille Neue
L6 New Banknotes
Reading Core 2 第1回-第7回

以下の観点により総合的に判断して評価する。

◆定期考査
◆確認テスト
◆速読テスト
◆言語活動への取り組み

◆定期考査
◆言語活動への取り組み
◆リスニングテスト
◆パフォーマンステスト

◆定期考査
◆言語活動への取り組み
◆単語テスト
◆課題提出

進行計画（学習の内容）

１学期

２学期

英語コミュニケーションⅡ

令和７年度　英語科シラバス

L1 Play Me, I'm Yours
L2 Ethical Fashion
L3 One for All, All for One
L4 Vending Machines
Reading Core 1 第17回-第24回

英単語・熟語 Bricks１
Reading Core 1 第7回-第16回

①　知識・技能 ②　思考・判断・表現
③　主体的に学習に
　取り組む態度

評価の観点 さまざまな分野の英文を読解
し、英語の構造やその用法を
正しく理解し、一定の語彙を
習得して適切に使いこなせる
ことができるか。

題材の内容理解を深め、必要
な情報や考えなどを把握し、
既習した表現を用いて、自分
の意見や考えを発信すること
ができるか。

言語能力を身に付けるため
に、意識的かつ計画的に学習
に取り組んでいるか。また、
単語学習やリスニング課題等
に積極的な態度で臨めるか。

Power On English Communication Ⅱ（東京書籍）
Power On English Communication Ⅱ WORKBOOK（東京書籍）
英単語・熟語 Bricks１・２（いいづな書店）
Focus on Listening Pre-standard（エミル出版）
READING CORE １・２（啓隆社）
Reading Adventure（文英堂）

【学習面】①授業は教科書に準拠したワークブックを中心に進めます。
　　　　　　自分の分からない語句や表現を確認し、音読を中心に書いて覚え、その表現を用いて他者
　　　　　　とのコミュニケーション能力を高めます。
　　　　　②週の4回目の授業は、長文読解に必要なスキル身に付けるために「Reading Adventure」を
　　　　　　用いて授業をします。（１学期３レッスン・２学期６レッスン・３学期３レッスン）
　　　　　③週に１回、単語テスト・リスニングテスト・速読テストを行います。
【テスト】各学期ごとの定期考査に加え、授業内に行う確認テスト、単語テスト、リスニングテスト、
　　　　　速読テスト、パフォーマンステストを実施します。
【提出物】①単語書き取り課題：単語テストの結果に応じて
　　　　　②ディクテーション課題：Focus on Listening Pre-standard
　　　　　③長期休業中の課題（夏・冬・春）
【持ち物】タブレット、高校学習対応用の英語辞書



科目 単位数 3 学年(講座) ２学年(理系)

担当者

達成目標

教　材

主な
評価方法

確認テスト

期末考査

中間考査 23 時間

期末考査 22 時間

３学期

30 時間

L9 Flying after Her Dreams
L10 To Work or Not to Work?: Humans
    and Robots
Reading Core 2 第15回-第24回

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意

L7 Some Secrets about Colors
L8 Powdered Natto Solves a Global
   Water Problem
Reading Core 2 第8回-第14回

期末考査 30 時間

  学年担当  英語科教諭

日常的・社会的な話題について、使用する語句や文、話される速度、情報量などにおいて多
くの支援を活用すれば、必要な情報を読み聞きし、話し手や書き手の意図や要点を把握し、
基本的な語句や文を用いて論理的に話したり書いたりして他者に伝えることができる。

配当時間

L5 Design for Connecting Society:
   Braille Neue
L6 New Banknotes
Reading Core 2 第1回-第7回

以下の観点により総合的に判断して評価する。

◆定期考査
◆確認テスト
◆速読テスト
◆言語活動への取り組み

◆定期考査
◆言語活動への取り組み
◆リスニングテスト
◆パフォーマンステスト

◆定期考査
◆言語活動への取り組み
◆単語テスト
◆課題提出

進行計画（学習の内容）

１学期

２学期

英語コミュニケーションⅡ

令和７年度　英語科シラバス

L1 Play Me, I'm Yours
L2 Ethical Fashion
L3 One for All, All for One
L4 Vending Machines
Reading Core 1 第17回-第24回

英単語・熟語 Bricks１
Reading Core 1 第7回-第16回

①　知識・技能 ②　思考・判断・表現
③　主体的に学習に
　取り組む態度

評価の観点 さまざまな分野の英文を読解
し、英語の構造やその用法を
正しく理解し、一定の語彙を
習得して適切に使いこなせる
ことができるか。

題材の内容理解を深め、必要
な情報や考えなどを把握し、
既習した表現を用いて、自分
の意見や考えを発信すること
ができるか。

言語能力を身に付けるため
に、意識的かつ計画的に学習
に取り組んでいるか。また、
単語学習やリスニング課題等
に積極的な態度で臨めるか。

Power On English Communication Ⅱ（東京書籍）
Power On English Communication Ⅱ WORKBOOK（東京書籍）
英単語・熟語 Bricks１・２（いいづな書店）
Focus on Listening Pre-standard（エミル出版）
READING CORE １・２（啓隆社）

【学習面】①授業は教科書に準拠したワークブックを中心に進めます。
　　　　　　自分の分からない語句や表現を確認し、音読を中心に書いて覚え、その表現を用いて他者
　　　　　　とのコミュニケーション能力を高めます。
　　　　　②週に１回、単語テスト・リスニングテスト・速読テストを行います。
　　　　　＊　学習習慣を確立するために、1日2時間の復習を継続的に行いましょう。
【テスト】各学期ごとの定期考査に加え、授業内に行う確認テスト、単語テスト、リスニングテスト、
　　　　　速読テスト、パフォーマンステストを実施します。
【提出物】①単語書き取り課題：単語テストの結果に応じて
　　　　　②ディクテーション課題：Focus on Listening Pre-standard
　　　　　③長期休業中の課題（春・夏・冬）
【持ち物】タブレット、高校学習対応用の英語辞書



科　目 単位数 2 学年(講座) ２学年(クラス)

担当者

達成目標

教　材

主な
評価方法

確認テスト

期末考査

中間考査 15 時間

期末考査 15 時間

  学年担当   英語科教諭　・　ALT

コミュニケーション能力の基盤となる文法事項や表現を身に付け、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を
育成するとともに、目的や場面に応じた情報のやり取りが適切に行えるように、自分の考えや気持ちを書いたり話した
りして相手に伝えることができる。

配当時間

教科書L3 The Future of Technology
(受動態・不定詞①)
教科書L4 Rediscover Kabuki
(不定詞②・知覚動詞と使役動詞)
教科書L5 Will Our Lives Change
(動名詞・分詞構文)
ゲートウェイ英作文Part2　句や節のカタマリ
（名詞のカタマリを作る）
Bright Stage 第４章 ～ 第６章
（不定詞・動名詞・不定詞）

以下の観点により総合的に判断して評価する。

◆授業観察
◆定期考査
◆確認テスト（授業内）
◆基本例文テスト

◆授業観察
◆定期考査
◆エッセイライティング
◆パフォーマンステスト

◆授業観察
◆定期考査
◆言語活動への取り組み
◆課題内容および提出状況

進行計画（学習の内容）

１学期

２学期

教科書L6 Experience Madagascar's Wildlife
(比較①②)
教科書L7 Can We Go and Live on Mars?
(関係代名詞①②・関係副詞①②)
ゲートウェイ英作文Part2　句や節のカタマリ
（形容詞・副詞のカタマリを作る）
Bright Stage 第７章 ～ 第８章
（比較・関係詞）

総合英語be Lesson 24 - 25
(仮定法①②)
教科書L1 I Love My Country!
(現在完了形・過去完了形・未来を表す表現)
教科書L2 The New Wave of Sports
(助動詞を用いた表現)
ゲートウェイ英作文Part1　基本的な語順
（５文型・受動態）
Bright Stage 第１章～第３章
（時制・態・助動詞）

総合英語be Lesson19 - Suppliment7
(関係詞①②③・比較①②)

時間

令和７年度　英語科シラバス

論理表現Ⅱ

20

①　知識・技能 ②　思考・判断・表現
③　主体的に学習に
　取り組む態度

評価の観点 論理表現Ⅰで既習した文法内容
や表現に加え、英語の構造やそ
の運用方法について正しく理解
し、適切に活用することができ
るか。

相手の立場や状況を理解し、学ん
だ知識や技能を活用し、場面・目
的・状況に応じて自分の考えや気
持ちを話したり書いたりして表現
できるか。

言語能力を身に付けるために、意識的
かつ計画的に学習に取り組んでいるか。
また、自身の活動を振り返りながら、授業
への取り組みや定期的な課題に対して
積極的に取り組めるか。

教科書 MY WAY Logic and Expression Ⅱ（三省堂）
総合英語be ４th Edition English Grammar 26（いいずな書店）
総合英語be ４th Edition English Grammar Workbook 26（いいずな書店）
Bright Sage 英文法・語法問題（桐原書店）
Bright Sage 英文法・語法問題　Training Book（桐原書店）
ゲートウェイ英作文（文英堂）



学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意

【学習面】①授業は、始めに昨年度の続きで総合英語beを使って「比較表現と仮定法」について学習します。その後は
　　　　　　「Bright Stage Training Book Standard」と「ゲートウェイ英作文」を中心に授業を進め、文法語法の
　　　　　　基礎力を定着させ、表現できる作文力を身に付けます。
　　　　　②教科書「MY WAY Logic and Expression Ⅱ」は、既習表現を用いて関連文法事項のLet's Speechを中心に
　　　　　　言語活動を行います。
　　　　　③週に1回基本例文テストを行います。
　　　　　＊ 学習習慣を確立するために、1日2時間の復習を継続的に行いましょう。
【テスト】各学期ごとの定期考査に加え、授業内に行う確認テストと基本例文テスト、エッセイライティング、
　　　　　パフォーマンステスト等を実施します。
【提出物】①週末課題：「Bright Stage 英文法・語法問題」の基本例文の書き取り
　　　　　②パフォーマンステストに関わる課題
【持ち物】高校学習用の英語辞書、ファイル

３学期

教科書L8 Language and Society
(仮定法①②)
教科書L9 Send Our Love to World
(否定の表現・代名詞を使った表現)
教科書L10 Follow in Our Hero's Footsteps
(無生物主語構文・thatを使った表現)
ゲートウェイ英作文Part3　作文力アップ
（ことばを補う・言いかえる・情報を並べる）
Bright Stage 第９章 ～ 第11章
（仮定法・疑問文と語順・否定・省略・強調）

期末考査 20 時間



教　科 家庭科

学　年 ２学年 科　目 単位数 ２

担当者

達成目標

教　材

主な
評価方法

中間考査 10 時間

期末考査 10 時間

中間考査 15 時間

期末考査 15 時間

中間考査 10 時間

期末考査 10 時間

学習方法・テスト・提出物・持ち物等の注意

・各学期ごとに定期考査を実施する。
・提出プリント、レポート、製作物等の期限は厳守すること。
・調べ学習及びプレゼンテーションを実施する。

  学年担当   家庭科教諭

生活上の様々な問題を主体的に解決する能力と基礎的技術を身につける。
暮らしに根付く生活文化について理解を深める。

Creative Living「家庭基礎」で生活をつくろう（大修館）

配当時間

以下の観点により総合的に判断して評価する。

・定期考査
・提出プリント・レポート
　内容による評価
・作品制作の評価

・定期考査
・提出プリント、レポート
　内容による評価
・グループワークやプレゼ
　ンテーション等の場面で
　の観察

・実習やプレゼンテーショ
　ン等の学習活動の行動観
　察
・生徒による自己評価や相
　互評価の様子及び記述内
　容

進行計画（学習の内容）

食生活分野
・食生活を見直す、現代の食生活の課
  題、日本の食文化（郷土食行事食）
　実験実習、食の安全性

消費生活
・暮らしと経済、一人暮らしのマネジ
　メント
衣生活
・衣服の文化、生活技術、衣服製作

１学期

２学期

３学期

生活文化

①　知識・技能 ②　思考・判断・表現
③　主体的に学習に
　取り組む態度

評価の観点
・自立した生活に必要な基
　礎的知識や生活文化につ
　いて理解することができ
　る。
・生活の中で実践するため
　の基礎的技能を身に付け
　ることができる。

実験実習や課題解決学習等に
おいて、仲間とコミュニケー
ションを取り、学習成果につ
いて考えをまとめることがで
きる。

生活課題に対して関心を持
ち、意欲的に改善・向上策を
見つけようと努力している。

住生活
・住まいと住環境、住まいの安全、
　環境と住まい



令和 ７ 年度 情 報 科 シラバス 

 

科 目 情報Ⅰ 単位数  ２ 履修学年・クラス（講座） ２学年 

使用教科書  最新 情報Ⅰ 

補助教材等   

 

１ 学習の到達目標 

目まぐるしく移り変わる現代の高度情報化社会の礎となる知識を身につけ、変化に対応するための

技術と知識を身に着ける。情報の正しい伝え方、受け取り方には世界標準となる規則がある。その基

礎的な知識を理解し、基本となる技術を身に着ける。高度情報化社会には光と影の部分があり、それ

らへの適切な対応を身に着ける。                                                                            

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇定期考査の前で良いので、教科書を通読し、太字のキーワードについて用語の理解をし、自分の言

葉で簡単に説明できるように調べてください。 

〇本校で導入中のライフイズテックレッスンに積極的にログインし、各単元ごとの確認テストを達成

してください。（達成度、進捗状況は管理者が確認できる仕様になっています。） 

〇なるべく PC 教室の実機に触れ、タイピングをはじめとした基本的な操作、実用的な文字入力の速

度、オフィスアプリの基礎的な操作にも慣れてください。 

〇探究における発表に向けてスライド作成の基本、プレゼンテーションに慣れるなどは後々受験時に

必要になることもありますし、社会に出てからも役に立つことがあります。 

 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

実社会での高度情報化

社会における課題とそ

の有用性およびその構

造的な知識理解 

プログラムの考え方とそ

の実験、実践。 

情報発信者として基礎的

な注意点を知り、グロー

バルな視点で自己表現で

きる。 

情報の価値への認識を深めると

ともにその信ぴょう性の確認と

その方法を実践的に学ぼうとし

ているかどうか。 

実用的な基礎的操作能力に対す

る研鑽を積む 

主な評価方

法 

・毎回の定期考査にお

けるペーパーテスト

で、また実用的な技能

の習得に実機で慣れ

る。 

・文書処理、パワーポイ

ント作成、表計算の各種

検定の模擬試験問題を利

用して実技テストを行

う。 

・出席状況、授業中の取り組む

態度 

・提出された自他の作品に対す

る評価の様子および記述内容。 

 

４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

 

月 単 元 教  材 
時 

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

４ 

５ 

 

 

 

第１章 

情報社会と

私たち 

最新情報Ⅰ 

８ 

１．情報社会 

２．情報社会の法規と権利 

３．情報社会が築く新しい社会 

４．パソコンにおける文字入力と文

書処理演習 

基礎的な用語の理解、 

具体的、実用的な法律用語の習得 

基礎的なパソコンのローマ字入力の

習得 



 

６ 

 

 

 

第２章 

メディアとデ

ザイン 

最新情報Ⅰ 

８ 

１．メディアとコミュニケーション 

２．情報デザイン 

３．情報デザインの実践 

４．簡単なＷｅｂページの作成演習 

５．パワーポイントによるプレゼンの

作成演習 

情報デザインの基礎、Ｗｅｂページ

の基本的知識理解。およびプレゼン

テーションの作成とその実践 

 

７ 

８ 

９ 

 

 

 

 

第３章 

システムと

デジタル化 

第４章 

ネットワーク

とセキュリテ

ィ 

18 

１．情報システムの構成 

２．情報のデジタル化 

３．情報通信ネットワーク 

４．動画の原理とアニメーションの作

成 

情報のデジタル化とネットワークに

ついての知識理解 

動画の作成とその原理の理解 

10 

11 

 

 

 

第５章 

問題解決と

その方法 11 

１．問題解決 

２．データの活用 

３．モデル化 

４．シミュレーション 

５．エクセルによる表計算の演習 

データの活用とその知識理解 

表計算ソフトの基本的操作とシミュ

レーションの実践演習 

12 

１ 

２ 

 

第６章 

アルゴリズ

ムとプログラ

ミング 

18 

１．プログラミングの方法 

２．プログラミングの実践 

３．ライフイズテックレッスンによるプ

ログラミングの実践演習 

プログラミングの基本的知識理解 

プログラミングの実践演習 



令和７年度  総合的な探究の時間シラバス 

 

科 目 総合的な探究の時間 単位数 １ 履修学年・クラス（講座） ２学年 

使用教科書  ― 

補助教材等  探究活動の進め方（マイナビ）、本校作成各種プリント 

 

１ 学習の到達目標 

１ 教科横断的な学習を通じて、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、探究の意 

  義や価値を理解できるようにする。･･･【知識及び技能】 

２ 地域や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、必要な情報を集め、 

  整理・分析して思考し、まとめ・表現できるようにする。･･･【思考力・判断力・表現力等】 

３ 探究活動に主体的・協働的に取り組むとともに、地域社会を支え、未来を創造しようとする 

  態度を育てる。･･･【学びに向かう力、人間性等】                                                                         

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇 教材は探究学習のテキスト「探究学習の進め方」（マイナビ）を主に使用しますが、適宜、本校作

成のプリントや ICT教材なども使用します。学習する具体的な内容や方法は授業ごとに伝えます。 

〇 内容や進度に応じて、学年全体・クラス・グループ・講座などの単位で活動します。 

〇 自分の興味・関心や自身の進路と、地域の課題や問題を結び付けたテーマで探究学習を進めます。

探究のプロセスを通して、自分の生き方や働き方に対する考えを深めることができます。また、学

習の成果は、就職試験や入学試験にも活かすことができます。 

〇 調査のために校外に出かけます。地域の方々や企業の方々と交流することもあります。放課後や

長期休業などを利用して活動することもあります。主体性・計画性・コミュニケーション力等が複

合的に求められます。 

 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評価の観点

の趣旨 

・課題の発見や解決に必

要な知識及び技能を身

に付けている。 

・探究の意義や価値を理

解している。 

・地域社会の現状と課題

に対する理解が深ま

り、問題意識を持って

いる。 

・地域社会の現状を理解

し、自分で課題を立てら

れている。 

・必要な情報を集め、集

めた情報を整理・分析し、

それらを元に問題に対す

る効果的な解決策を立て

ることができている。 

・調査、考察したことを

まとめ、適切な形で表現

できている。 

・探究活動に主体的・協働的に

取り組んでいる。 

・自分らしい自己の在り方、生

き方を考え、自己実現を図ろ

うとしている。 

・異なる多様な意見や他者の考

えを受け入れ、他者を尊重す

る価値観が身に付いている。 

・地域社会を支え、未来を創造

しようとする態度が身に付

いている。 

  

主な 

評価方法 

・スライドやポスターでの発表による評価 

・各種レポートや提出物による評価 

・学習到達度を明示したルーブリックでの評価 

  

・学習態度や課題の取り組み状

況による評価 

・生徒の自己評価や生徒間での

相互評価 

 

 



４ 学習及び評価計画 

  ※ 評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

 

月 単 元 教  材 
時 

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

４
～
７
月 

課題発見と

テーマ設定 

探究学習の進

め方（マイナ

ビ） 

本校作成教材 

12 

 １学年で学んだ探究の手法

や自身の興味・関心・進路を生

かし、今年度は地域に基づく課

題を見つけ、問いを立て、調査

方法についても研究する。最終

的には１期中に探究計画書の

作成までを行う。 

 ３の学習評価に記述したこ

とをもとに、本校所定の評価

ルーブリックを使い、知識技

能、思考判断表現、主体性の

３観点をもとに評価を行う。

評価の場面は精選して行う。

適宜生徒による相互評価も評

価に含める。 

８
～
１
１
月 

調査と考察 

（情報収集） 
14 

調査方法が自分の探究テー

マに対して妥当なものである

か精査しながら探究活動を進

める。また、類似した探究テー

マを設定している生徒と情報

交換・意見交換して、切磋する

機会も設ける。 

また、発表の方法についても

学ぶ。どのような発表方法であ

れば自分の探究内容を他者に

効果的に伝えることができる

かについて、講演等を通し各自

で研究する。 

１
２
～
３
月 

発表準備と

発表 

 

９ 

 学級単位もしくは分野ごと

の発表会を通し、意見や質問な

どを出し合い、それを踏まえさ

らに充実した探究となるよう、

教員などのアドバイスを受け

ながら内容の補強を図る。 

 また、次年度につながる探究

計画書も最終的に作成する。 


